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(1) 

一
、
本
会
は
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
研
究
室

に
置
く
。

ニ
、
本
会
拡
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
留
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

二
一
、
本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
及
び
東
京
文
理
科
大
学
、
東
京
高
等
部
範
学
校
の
漢
文
学
関

係
教
官
(
退
官
者
を
台
、
む
)

2

東
京
教
育
大
学
漢
文
学
専
攻
学
生
及
び
卒
業
生
、
並
に
東
京
文
理
科
大
学
漢
文
学
専

攻
卒
業
生

3

共
の
他
人
会
を
希
望
す
る
者

四
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
返
り
で
あ
る
c

ー

総

会

年

一

関

2

例

会

年

約

七

回

3
会
報
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

AA

其
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
会
の
役
員
は
友
の
通
り
で
あ
る
。

委

員

長

一

名

委

員

若

干

名

六
、
委
員
長
は
本
会
を
代
表
し
委
員
と
共
に
運
営
に
当
る
。

委
員
仕
委
員
会
を
組
織
し
会
の
研
究
会
計
庶
務
を
分
担
す
る
。

七
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
は
東
京
教
育
大
学
学
生
中
か
ら
五
名
、
共
の
他
か
ら
若
干
名
(
一
般
会
員
よ
り
山

名
、
及
び
東
京
教
育
大
学
助
手
)
を
会
員
の
互
選
(
学
生
委
員
は
学
生
の
互
選
)
に
よ

っ
て
選
挙
す
る
。
そ
の
任
期
は
二
年
(
学
生
委
員
は
一
年
)
と
す
る
。
但
し
重
任
は
差

し
支
え
な
い
。

八
、
会
員
は
会
費
年
額
四
百
問
、
(
但
し
学
生
は
半
額
)
を
納
め
る
。

九
、
本
会
会
則
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
を
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の
承
認
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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